
「鉄系高温超伝導の物理」

鉄枇素系超伝導体のNMR研究:スピン一重項・多重等方ギ、ヤツプ
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NMR法による電子ドープ鉄枇素系超伝導体ReFeAs01-xF x (Re=Pr， La) [1， 2， 3]、LiFeAs

[5]及びホールドープ系 Bal-xKxFe2As2(4]に関する研究について報告する。これらの結果から、

この系の超伝導を担う電子対はスピン一重項状態にあり、また、多重な等方的ギ、ヤツプが開いて

いることが分かった。特に、後者の特徴である熱活性型のスピン格子緩和を最近ようやく観測し

たので、それについて報告する [6]0さらに、ニッケル系 LaNiAsOl_xFx [7]との比較から、フェ

ルミ面のトポロジーの重要性を指摘する。
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